


同志社大学大学院社会学研究科 

2026年度 春期実施 

社会人特別選抜 

課程：前期 

専攻：メディア学 

№２ 

入 学 試 験 問 題 

（注）□ 問題用紙に直接解答すること。 

☑ 別紙の解答用紙 ２ 枚に解答すること。

試験科目 

英 語 

受験番号 

氏名 

［Ⅱ］以下は、朝日新聞の英文サイト「The Asahi Shimbun」に 2025 年 11 月 17 日付で掲載された 

社説の一部です。全文を日本語に翻訳しなさい（解答用紙は別紙）。 

※ 注：Yoshihiro Murai=村井嘉浩

※ 

（著作権の都合上、問題文を掲載しておりません）
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2026年度 春期実施 

社会人特別選抜 

課程：前期  

専攻：メディア学 

№１ 

入 学 試 験 問 題 

（注）☑ 問題用紙に直接解答すること。 

□ 別紙の解答用紙  枚に解答すること。 

試験科目 

専門に関する論文 

受験番号 

 

氏名 

                                                         

 

［Ⅰ］イギリスで発達したカルチュラルスタディーズの問題意識や研究方法の特徴、および、日本の 

テレビ番組研究への影響について、このページを超えない範囲で簡潔に説明しなさい 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 



同志社大学大学院社会学研究科 

                                                      

2026年度 春期実施 

社会人特別選抜 

課程：前期  

専攻：メディア学 

№２ 

入 学 試 験 問 題 

（注）□ 問題用紙に直接解答すること。 

☑ 別紙の解答用紙 １ 枚に解答すること。 

試験科目 

専門に関する論文 

受験番号 

 

氏名 

                                                         

 

 

 

［Ⅱ］メディア・テクノロジーの変化が社会や民主主義に与える影響について、あなたの考えを論じなさい。 

その際、以下に示すワード(概念)から最低 5 つ以上を選んで使用し、それぞれの概念の意味を明確にしながら論述す

ること。 

【使用可能なワード】 

• プロパガンダ 

• フェイクニュース 

• プラットフォーム 

• 情動(感情) 

• アルゴリズム 

• 公共圏 

• エコーチェンバー(またはフィルターバブル) 

• ゲートキーピング 

• メディアリテラシー 

• 監視 

• アテンションエコノミー 

• ポスト・トゥルース 

注意事項: 

• 使用したワードには下線を引くこと 

• 各ワードの意味を正確に理解して使用すること 

• 具体例を交えながら論じること 

• 全体で 800 字程度にまとめること 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 


